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財政調整基金
（町の蓄え）

住民税住民税

地方債（借金）地方債（借金）

人口人口

5.1 億円あった基金のほぼ全額
を、平成 27 年度予算に繰り入
れたため減少

歳入全体に占める住民税（法人・個人）の
割合が、平成 22 年度 22.2％から平成 27
年度は18.0％に減少

平成 13 年度 95.3 億円から平
成 26年度の見込み102.4 億円
に増加

ピーク時（平成８年１月31日）
の３万 8570 人から３万1998 人
（平成 27年３月31日）に減少

財政調整基金
（町の蓄え）

平成27年度 一般会計当初予算

90億9300万円
　前年度と比べ６億9700万円減。社会保障関連経費の負担が増える中で大
幅な削減となりました。
　本来なら継続や発展を望む事業も、財政難を理由に廃止や縮小に至り、
また、住民負担が増えるといった事業も見受けられました。
　大きく３つの重点分野として①地域の活力向上　②安心・安全の創造　
③子育て支援と健康増進を柱に編成された新年度予算。
このページでは、①地域の活力向上を取り上げました。

平成18年度
79.6億円

平成19年度
81.5億円

平成20年度
83.5億円

平成21年度
87.2億円

平成22年度
87.4億円

平成23年度
91.4億円

平成24年度
93.5億円 平成25年度

89.5億円

平成26年度
97.9億円 平成27年度

90.9億円

一般会計予算規模の推移

平
成
27
年
３
月
定
例
会

３
月

３
日
〜

20
日

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
や

平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
・
人
事
案
件
な
ど
、

提
出
さ
れ
た
34
議
案
は
全
て
原
案

ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
は
平
成
27
年
度

の
予
算
を
審
議
す
る
議
会
で
も
あ

り
ま
す
。
一
般
会
計
及
び
各
会
計

予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員

会
で
さ
ら
に
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議
員

が
町
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

３つの
重点分野が
あるんだね

和紙活用地域振興事業、
技術者協会への補助金

○観光案内員の養成や商工会・
観光協会との共同キャンペーン

○外国人観光客向けに多言語表
記の案内看板等整備

○技術者協会ホームページの創設、
パンフレット増刷

ふるさと納税の推進
下里・青山板碑
　製作遺跡群

○寄附者への返礼品が予算化

○返礼品には町の特産品を採用

○種類を増やし、選択できるよ
うに

○保存管理計画の策定

○普及啓発イベントの実施

○指定地の拡大に向けた　
事業の展開

寄附者への返礼品

採掘跡
（割谷地区）
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新人職員研修の様子

子どもたちが快適に過ごしやすく（大河保育園）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

機
会
は

職
員
研
修

問
　
職
員
研
修
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け

た
機
会
の
提
供
は
。

答
　
職
員
を
彩
の
国
ひ
と

づ
く
り
広
域
連
合
に
派
遣

し
て
、
若
手
・
中
堅
・
管
理

職
等
の
年
代
や
役
職
に
応

じ
た
研
修
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
庁
内
に
お
い

て
は
、
講
師
を
招
い
て
各
種

の
研
修

や
、
養
成
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

優
遇
制
度
の

導
入

消
防
団
員
の
確
保

問
　
現
在
、
新
規
消
防
団
員

の
確
保
は
課
題
で
あ
る
。
新

聞
報
道
に
も
あ
っ
た
が
、
商

工
会
・
商
店
会
等
と
連
携
し

て
、
消
防
団
員
に
対
す
る
優

遇
・
特
典
等
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答
　
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
特

典
を
設
け
て
い
る
自
治
体

は
、
全
て
単
独
で
消
防
団
を

有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
町
の
場
合
は
、
比
企
広
域

で
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
の
福
利
厚
生
で

考
え
る
も
の
だ
と
捉
え
て
い

ま
す
。

周
知
徹
底
が

必
要
で
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問
　
国
か
ら
の
情
報
収
集
に

努
め
、
窓
口
で
の
対
応
方
法

や
住
民
へ
の
周
知
徹
底
が
問

わ
れ
る
。
ま
た
、
住
民
が
混

乱
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
　
10
月
に
12
桁
の
個
人
番

号
を
知
ら
せ
る
通
知
書
を
発

送
し
、
来
年
１
月
か
ら
申
請

に
応
じ
て
カ
ー
ド
を
交
付
し

ま
す
。
通
知
・
カ
ー
ド
作
成
・

発
行
な
ど
全
て
、
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
に
委
託
し
ま
す
。

町
は
、
カ
ー
ド
申
請
と
カ
ー

ド
交
付
時
の
窓
口
で
の
対
応

や
案
内
等
で
か
か
わ
り
ま

ど
の
よ
う
な

事
業
展
開
か

和
紙
活
用
地
域
振
興
事
業

問
　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
内
容
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

答
　
ユ
ネ
ス
コ
関
連
事
業
と

し
て
東
秩
父
村
と
４
つ
の
合

同
事
業
を
進
め
ま
す
。
和
紙

を
加
工
し
た
特
典
付
き
ウ
エ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
の
作
成
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
・
事
業
所
等
を
入
れ

た
案
内
地
図
や
ポ
ス
タ
ー
作

成
、
外
国
人
向
け
の
案
内
看

板
設
置
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

使
っ
て
の
説
明
、
講
習
を
経

て
観
光
施
設
を
中
心
に
案
内

を
い
た
だ
く
観
光
案
内
員
養

成
、
な
ど
の
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

平成27年度
一 般 会 計

予算
（主な質 疑 ）

総質疑数 277件

・本会議 136件

・委員会 141件

観
光
整
備

施
設
整
備
は

保
育
園
の
エ
ア
コ
ン
設
置
他

問
　
各
保
育
園
の
エ
ア
コ
ン

設
置
状
況
は
。
ま
た
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
。耐
震
化
は
。

答
　
平
成
27
年
度
に
八
和

田
・
大
河
保
育
園
に
設
置
を

今
後
の

取
り
組
み
は

が
ん
検
診

問
　
目
標
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答
　
国
の
目
標
で
あ
る
受
診

率
50
％
を
目
指
し
、
集
中
的

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
　
集
団
が
ん
検
診
が
、
夏

か
ら
秋
に
変
更
に
な
っ
た

が
。

答
　
毎
年
、
暑
い
時
期
に
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
町
民
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
が
ん
検

診
月
間

で
あ
る
10
月
に

し
ま
し
た
。

改
善
は

国
保
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料

問
　
毎
年
、
す
ぐ
に
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
定
員

枠
を
増
や
す
よ
う
求
め
て
き

た
が
。

答
　
定
員
を
48
人
増
の
２
４

０
人
に
し
ま
し
た
。
し
か
し

予
算
の
枠
内
で
お
さ
め
る
た

め
助
成
額

を
減
ら
し
ま

し
た
。

す
。

　
担
当
課
と
し
て
、
こ
の
事

業
が
成
功
す
る
よ
う
住
民
へ

の
周
知
徹
底
な
ど
手
抜
か
り

が
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

し
、
全
て
の
保
育
室
に
エ
ア

コ
ン
が
入
り
ま
す
。
耐
震
診

断
が
必
要
な
昭
和
56
年
以
前

に
建
て
ら
れ
た
施
設
は
八
和

田
保
育
園
の
遊
戯
室
の
み
で

す
が
、
全
て
の
保
育
園
で
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
総

合
振
興
計
画
策
定
の
中
で
議

論
し
て
い
き
ま
す
。

お
風
呂

無
料
日
の
廃
止

パ
ト
リ
ア
お
が
わ

問
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
懇

話
会
で
の
意
見
が
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
　
提
言
を
受
け
、
お
風
呂

の
無
料
日

の
廃
止
。
定
期

券
に
次
ぐ
割
引
券
の
発
行
、

回
数
券
の
組
み
か
え
等
も
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

平成26年度は、メンタルヘルス研修・同和
問題研修・女性職員研修など、６件実施しました。

国・自治体・企業・関係団体等が相互に連携・
協力して一体となった受診勧奨事業の展開をする。

町の助成額が２万 5000 円か
ら２万円に減額となりました。

毎月第 4 木曜日が、お風呂
の無料開放日になっています。

平成27年度予算
会　計　名 金　額

一 般 会 計 90億 9300 万 0000 円 

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 39億 0623 万 4000 円  

後 期 高 齢 者 医 療 3億 4213 万 3000 円  

介 護 保 険 23 億 5974 万 5000 円  

下 水 道 事 業 7億 1944 万 6000 円  

農業集落排水事業 7927 万 3000 円  

合　計 164 億 9983 万 1000 円
金額の詳細は「広報おがわ」４月号に掲載されていますので、ご覧ください。

ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し

子
育
て
・
教
育

福
祉
・
医
療

助
金
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
文
化
庁
と
の
調
整
も
あ

り
ま
す
が
、
見
学
の
た
め
の

簡
易
的
な
環
境
整
備
（
駐
車

場
の
整
備
や
看
板
の
設
置

等
）、
和
紙
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
伝
統
工
芸
会
館
で
の

展
示
や
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に

ど
う
進
め
る

板
碑
保
存

問
　
下
里
・
青
山
の
板
碑
●★

保
存
管
理
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
は
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

答
　
長
期
的
な
保
存
管
理
計

画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
保

存
管
理
の
た
め
の
現
地
調
査

を
行
な
い
ま
す
。
新
た
な
補

●★下里・青山板碑製作遺跡とは
板碑は、中世に広く流通した供養塔。特に割谷地区では、石材

採掘から板碑形へ加工するまでの工程が明らかにされ、当時の

精神文化を知る上でも貴重な遺跡。合わせて３地区が平成 26

年６月、国指定遺跡となる。

すたむちゃんのひと口メモ
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■
国
民
健
康
保
険

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

の
推
進
を

問
　
平
成
26
年
３
月
か
ら

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
）
利
用
差
額
通
知
書
の

平成27年度
特 別 会 計

予算
（主な質 疑 ）

発
送
を
開
始
し
た
が
、
そ
の

効
果
と
予
算
立
て
は
。

答
　
毎
月
約
10
万
円
の
効
果

が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
大
き
な
成
果
が
出
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
の

充
実

問
　
前
年
度
よ
り
増
額

に
な
っ
た
が
、
目
標
の
設
定

は
。

答
　
前
年
度
と
比
べ
て
、
４

０
０
人
増
の
２
４
０
０
人
を

設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

対
象
と
な
る
方
の
34
％
に
当

た
り
ま
す
。

■
介
護
保
険

町
の
行
な
う

総
合
事
業

問
　
事
業
開
始
は
平
成
29
年

だ
が
、
３
年
間
で
地
域
支
援

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答
　
介
護
保
険
に
か
か
わ
る

27
事
業
所
で
説
明
会
を
開

き
、
意
見
を
聞
く
な
ど
準
備

を
始
め
て
い
き
ま
す
。
認
知

症
対
応
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
経
験
を
持
っ
た
組
織
や
団

体
な
ど
多
様
な
地
域
資
源
の

洗
い
出
し
、
掘
り
起
こ
し
な

ど
の
確
認
作
業
も
行
な
い
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
体
制
の
整
備
も

必
要
で
す
。

紙
お
む
つ

問
　
紙
お
む
つ
助
成
事
業
費

の
減
額
の
背
景
は
。

答
　
平
成
24
年
７
月
か
ら
、

助
成
額
の
上
限
を
５
０
０
０

円
か
ら
３
０
０
０
円
に
引
き

下
げ
た
こ
と
と
、
条
件
を
要

介
護
度
３
以
上
に
し
た
た
め

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
平
成
26
年
度
は
補
正
予

算
で
減
額
に
な
っ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
条
件
は
別
と
し

て
、
助
成
額
の
上
限
だ
け
で

も
５
０
０
０
円
に
戻
す
べ
き

で
は
。

答
　
３
年
間
の
経
過
等
を
踏

ま
え
、
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

特
定
診
査
の
充
実

問
　
健
診
委
託
料
が
増
額

し
て
い
る
が
。

答
　
特
定
診
査
の
対
象
を
、

３
６
０
人
か
ら
５
０
０
人
に

し
た
た
め
委
託
料
は
増
額
し

ま
し
た
。
人
間
ド
ッ
ク
は
、

助
成
額

を
減
ら
し
、
38

人
か
ら
45
人
に
し
ま
し
た
。

給
与
引
き
下
げ

一
般
職
職
員
の
給
与

問
　
今
回
人
事
院
勧
告
に

よ
り
平
均
２
・
06
％
、
最

高
４
・
49
％
の
引
き
下
げ
。

具
体
的
に
は
幾
ら
か
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
給
与
を
上

げ
ろ
と
言
い
な
が
ら
、職
員

給
与
を
下
げ
る
の
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
。

答
　
30
歳
以
上
で
月
７
９

０
０
〜
１
万
９
１
０
０
円

下
が
り
ま
す
。
現
状
の
民
間

賃
金
の
水
準
や
生
活
費
に
照

ら
し
合
わ
せ
、
職
員
給
与
引

き
下
げ
は
公
務
員
制
度
と

し
て
ベ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。

条 例の
制 定
改 正

（主な 質 疑 ）

概
要
は

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
事
業

問
　
対
象
者
と
事
業
の
概
要

は
。

答
　
現
行
の
重
度
心
身
障
害

者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
対

象
者
と
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
ま
す
。
し
か

し
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
運

転
免
許
証
所
持
者
・
介
護
保

険
法
で
要
支
援
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
・
住
民
税

を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
・
生

活
保
護
受
給
者
等
を
除
く
、

お
お
む
ね
１
２
０
０
人
を
対

象
と
し
ま
す
。１
人
当
た
り
、

月
に
初
乗
り
運
賃
分
の
タ
ク

シ
ー
券
２
枚
を
発
行
し
ま

す
。

問
　
今
回
は
、
国
の
地
方
創

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
事
業
始
ま
る
！

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
へ

平成26年度
一 般 会 計

補正予算
（主 な 質 疑 ）

生
先
行
型
の
補
助
金
を
得
て

財
源
を
確
保
で
き
た
が
、
次

年
度
以
降
の
財
源
と
展
開
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
　
基
本
的
に
は
、
新
た
な

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
の

実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
事
業
は
、
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
●★
等
の

位
置
づ
け
も
踏
ま
え
て
、
試

行
的
に
実
施
す
る
面
も
あ
り

ま
す
。

問
　
新
規
事
業
に
移
行
す
る

に
当
た
り
、
現
行
の
重
度
心

身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
の
対
象
者
に
不
利
益
は
な

い
の
か
。

答
　
不
利
益
の
少
な
い
制
度

設
計
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
あ
え
て
挙
げ
る
な
ら
、

発
行
時
期
が
若
干
遅
れ
て
し

ま
う
点
と
、
利
用
可
能
な
タ

ク
シ
ー
会
社
を
町
内
業
者
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
く
点
と
考

え
ま
す
。

住
民
の
意
見
は

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

問
　
実
証
実
験
的
な
要
素
を

踏
ま
え
る
と
、
デ
ー
タ
等
の

分
析
は
非
常
に
重
要
に
な

る
。
方
法
や
手
立
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
、

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
事
業
の

分
析
も
進
め
ら
れ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
委
託
業
者

を
選
定
す
る
際
は
、
そ
の
辺

り
も
含
め
て
、
確
認
・
連
動

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
近
隣
の
東
秩
父
村
や
、

と
き
が
わ
町
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス

等
と
の
連
携
は
。

答
　
今
回
の
計
画
策
定
に
当

た
り
、
東
秩
父
村
か
ら
連
携

の
お
話
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
現
在
も
広
域
バ
ス
路
線

で
の
助
成
金
を
分
担
し
連
携

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

東
秩
父
村
に
限
ら
ず
、
近
隣

の
自
治
体
と
の
連
携
を
検
討

し
ま
す
。

問
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
住

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
機

会
の
設
定
は
。

答
　
時
期
は
未
定
で
す
が
、

話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
の
基
準
は

保
育
所
設
置
、
管
理

問
　
保
育
を
必
要
と
し
て
い

れ
ば
保
育
園
に
入
れ
る
の

か
。

答
　
保
護
者
が
就
労
し
て
い

な
く
て
も
、
求
職
等
要
件
が

整
っ
て
い
れ
ば
保
育
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
、
受
け
ら
れ

ま
す
。

保
険
料
の

引
き
下
げ
を

介
護
保
険
条
例

問
　
さ
ら
に
基
金
を
取
り
崩

し
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
の

か
。

答
　
今
回
の
改
正
で
大
き
く

基
金
を
取
り
崩
し
た
場
合
、

次
期
改
正
で
は
、
同
様
の
対

応
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
公
費
を
使
っ

て
の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

「ジェネリック医薬品」は、新薬の特
許切れ後に販売される、新薬と同じ有効
成分・効き目の ､ 価格の安いお薬です。

前年度より476万4000円の
増額になりました。

前年度より 158 万 5000 円
の増額になりました。

定まった路線ではなく、利用
者の呼び出しに応じることで適宜
ルートを変えて運行されるバス。

いきいきタクシー事業で暮らしやすいまちに

●★地域公共交通網形成計画とは
まちづくりと一体となった公共交通の再編と、民

間事業者の運営に任せきりであった従来の枠組み

から脱却し、再定義を図るもの。

各自治体に策定義務が課せられました。

すたむちゃんのひと口メモ



町
民
の
声
を
町
政
に

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につい

て、町長の考えや意見

を求め、事柄をただし

たり、議員や町民の意

見などを述べることを

いいます。議員１人の

持ち時間は 75分に定

めており、議会だより

では、このやりとりを

要約して報告していま

す。

　今議会では、11 人

の議員が一般質問

を行ないました。

次ページ
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プ ミ 品ムレ 商ア 券
柳
田
多
恵
子

井
口
　
亮
一

髙
瀬
　
　
勉

島
﨑
　
隆
夫

柴
崎
　
　
勝

山
口
　
勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本
　
修
三

金
子
　
美
登

松
葉
　
幸
雄

大
戸
　
久
一

根
岸
　
成
美

宮
澤
　
幹
雄

大
塚
　
司
朗

戸
口
　
　
勝

小
林
　
一
雄

審
議
結
果

町道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

町道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

地域包括支援センターの職員及び運営に関
する基準を定める条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

介護保険運営協議会条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

教育委員会教育長の職務に専念する義務の
特例に関する条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

教育委員会教育長の勤務時間、休日及び休
暇に関する条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例
制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

一般職の職員の給与に関する条例及び一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例制定

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

事務手数料条例の一部を改正する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

保育所設置及び管理条例の一部を改正する
条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

介護保険法施行規則等の一部を改正する省
令の施行に伴う関係条例の整理に関する条
例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

介護保険条例の一部を改正する条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

和紙体験学習センター条例の一部を改正す
る条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成26年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 26年度国民健康保険特別会計（事業
勘定）補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 26年度介護保険特別会計（保険事業
勘定）補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 26年度下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 26年度農業集落排水事業特別会計補
正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成26年度水道事業会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 27年度国民健康保険特別会計（事業
勘定）予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 27年度介護保険特別会計（保険事業
勘定）予算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

比企広域市町村圏組合の規約変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

比企広域公平委員会を共同設置する地方公
共団体の数の増加及び同委員会の規約変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

副町長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

平成26年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

議　案　名

審議議案と議員の賛否

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議　員　名

◎比企広域市町村圏組合（消防・救急業務、斎場の管理運営、介護・障害審査会）

◎小川地区衛生組合（ごみ処理、し尿処理）

ごみ・し尿処理・消防・救急・斎場等の議会報告

概要を聞きました
問　プレミアム率は。
答　30％となります。１つづり１万円で１万
3000 円分の利用ができます。（小規模店専用
500 円券 10 枚＋共通1000 円券８枚）
問　取り扱い・利用できる店舗は。
答　商工会に加盟する店舗・業者に限ります。
問　いつごろから始まるのか。
答　６月を目標に売り出し、使用期限は11月末
の予定です。
問　どこで購入できるのか。
答　小川・大河・八和田・竹沢の各地区で販売
を考えています。
問　1 人幾らまで購入できるのか。
答　上限は、10万円を予定しています。

問　発行額・規模はどのくらいになるのか。
答　１億7000万円分です。

町ににぎわいと活気を

　平成27年第１回定例会が、平成27年２月16日（月）

に東松山市議場で開催されました。

　人事案件１件、条例の一部改正２件、補正予算２件、

平成27年度予算５件、追加議案として規約の一部変更

を１件審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

　なお、平成27年度予算については、一般会計7000

万円、消防会計32億9100万円、斎場及び霊柩自動車

事業会計１億3200万円、介護認定及び障害

支援区分審査会会計8500万円、公平委員会

会計70万円です。

　去る平成27年２月19日（木）、第１回定例議会が

行なわれ、平成27年度一般会計予算を含む４議案を

審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

　一般会計予算の歳入歳出合計は、それぞれ 12億

7111万円となり、歳入の主なものは、各町村からのし

尿・じん芥処理費負担金10億5029万円と、し尿収集・

じん芥処理手数料1億3599万円です。

　歳出は、し尿処理費1億9987万円、し尿収集委託

料3898万円、し尿処理施設建設基金4000万円、不

燃物処理委託料等や定期修繕工事等を含むじん芥処理

費８億3848万円、ごみ処理施設整備基金積立金4500

万円が主な内容でした。質疑の中で、ごみ焼却施設の

延命化・維持修繕費用削減のためにも、ごみの減量化

推進を各町村で行なっていくことを確認しました。

　また、３月27日（金）に第１回臨時議会が行なわれ、

小川町と同様、組合一般職の給与に関する条例の一部

を改正する条例を審議し、原案のとおり可決しました。

地方創生・地域活性化に向けて
平成 26 年度一般会計

補正予算（主な質疑）

が発行されます！
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す
。
皆
さ
ん
へ
の
講
座
を

活
発
化
さ
せ
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
や
提
案
を

展
開
し
て
い
く
仕
組
み

を
。答

弁
産
業
観
光
課
長　

七
夕
ま
つ
り
や

夏
休
み
に
合
わ
せ
た
イ
ベ

ン
ト
や
、
他
団
体
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
出
向
き
、
細
川
紙
の

啓
発
を
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
意
見
や
提
案
を
お

聞
き
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

新
た
な
視
点
と
し
て
、
効

果
的
な
取
り
組
み
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
子
ど
も
の
多
い

世
帯
や
、
当
町

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
新
た
に
家

を
建
て
る
人
、
そ
の
土
地

を
売
る
人
な
ど
に
優
遇
措

置
の
検
討
を
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

今
後
積
極
的
に

検
討
し
ま
す
。

質
問
地
方
創
生
に
向

け
て
の
戦
略
策

定
に
当
た
り
、産・官・学・

金
・
労

と
の
連
携
は
。

答
弁

町
長　

今
後
の

策
定
に
当
た
り

大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問
地
方
創
生
の
選

択
に
は
、
将
来

に
対
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

答
弁

町
長　

そ
う
し

た
こ
と
を
強
く

認
識
し
、
責
任
を
持
っ
て

実
行
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

七
夕
ま
つ
り
の

準
備
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

控
え
、
最
も
忙
し
い
時
期

に
商
工
会
と
連
携
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
発
行
準
備
や
印
刷
等

に
３
ヵ
月
程
度
必
要
と
考

え
、
無
事
に
業
務
遂
行
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
か
ら
の

地
域
活
性
化
を
確
か
に

質
問
細
川
紙
ユ
ネ
ス

コ
登
録
の
渦
を

広
げ
る
パ
ワ
ー
は
町
民
で

「
２
」
を
超
え

再
び
人
口
増
加

に
転
じ
る
こ
と

は
な
い
と
予
測

さ
れ
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
る
と

２
０
４
０
年
に

は
国
内
「
８
９

６
」
の
自
治
体

が
消
え
る
と
の

予
測
さ
え
あ

る
。
こ
の
進
み

つ
つ
あ
る
「
人

口
減
少
時
代
」

の
現
実
を
捉
え
た
町
の
取

り
組
み
は
。

答
弁

子
育
て
支
援
課

長　

新
年
度
か

ら
新
た
に
少
子
化
対
策
な

ど
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
質
の
向
上
に
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
人
口
流
出
防
止
に
つ

い
て
は
、
雇
用
の
確
保
・

商
業
振
興
・
企
業
誘
致
な

ど
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

を
促
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
に
歯
ど
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
で

す
。
当
町
で
も
地
方
創
生

の
戦
略
策
定
を
、
専
門
的

質
問
国
の
「
地
域
消

費
喚
起
」
緊
急

補
正
予
算
を
生
か
し
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
（
お

ま
け
の
割
合
）
は
。
消
費

税
を
考
え
る
と
、
最
低
で

も
20
％
以
上
に
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

20
％
上
乗
せ
で

発
行
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
県

が
独
自
に
上
乗
せ
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

質
問
地
域
経
済
の
た

め
に
も
、
一
日

も
早
い
発
行
を
実
現
し
て

ほ
し
い
が
。

質
問
自
治
体
全
て
の

政
策
は
人
口
動

態
の
把
握
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
今
後
少
子
化
対
策
を

充
実
し
て
も
、
出
生
率
が

地域活性化

一日も早い「プレミアム商品券」発行を

人口減少対策

「人口減少時代」に立ち向かう町の取り組みは

無事に業務遂行できるよう対応します

効果的な取り組みを検討したい

山口勝士議員

松葉幸雄議員

特効薬があればなぁ

駅前になびく登録記念ののぼり旗

駅
北
側
整
備
は

質
問
駅
北
側
地
域
で

の
新
市
街
地
構

想
の
行
方
は
。

答
弁

建
設
課
長　

ご

理
解
を
い
た
だ

け
な
か
っ
た
の
で
、
現
状

で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

質
問
計
画
し
た
も
の

が
、
絵
に
描
い

た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
実

質
問
当
町
で
も
、
管

理
不
全
な
空
き

家
に
伴
う
諸
問
題
を
解
決

す
る
条
例
制
定
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
が

。

答
弁

総
務
課
長　

町

の
実
情
に
合
っ

た
空
き
家
対
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

必
要
に
な
れ
ば
、
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
掲
げ

る
町
に
と
っ
て
、
２
大
団

地
の
自
治
会
館
で
の
活
動

は
、
人
口
比
率
に
対
し
て

あ
ま
り
に
も
手
狭
で
あ

る
。
２
大
団
地
の
小
中
学

校
の
地
域
へ
の
開
放
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

地
域
の
方
々
と

協
議
し
、
有
効
活
用
が
図

れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

２
大
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
が
狭
い

余
裕
教
室
の
有
効
活
用
を
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い

戸口　勝議員

効
性
の
あ
る
も
の
で
策
定

し
、
現
行
の
検
証
と
の
新

計
画
の
「
見
え
る
化
」
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

町
長　

１
年
間

か
け
て
、
よ
り

よ
い
計
画
を
じ
っ
く
り
と

「
何
が
で
き
る
か
」
考
え

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
西
中
学
校
建
築
事
業
の

検
証
と
学
校
の
あ
り
方

小川町民の意見、
あったかいんだからぁ♪

旧上野台中学校屋上から見た東小川団地

これで町が元気になる
きっかけを！

小川町の人口・児童・生徒数の推移

県内では15 自治体が、近隣では川島町・吉
見町が制定しています。（平成 26 年６月現在）

産＝民間企業、官＝国や地方公共団体、学＝大学・公的研
究機関、金＝銀行やベンチャーキャピタル、労＝労働組合
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プレミアム商品券発行に携わる商工会職員

92歳誕生日

し
て
、１
年
以
内
程
度
で
、

全
て
の
計
画
策
定
を
終
わ

ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。地

域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
交
付

金
で
町
は
元
気
か

質
問
低
所
得
者
等
の

生
活
支
援
事

業
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
・
ふ
る
さ
と
名
物
商

う
、
軽
度
生
活
援
助
事
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
福
祉
事
業
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

な
っ
て
い
る
地
域
支
え
合

い
事
業
を
利
用
す
る
こ
と

も
可
能
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
学
校
教
育
に
つ
い
て

◎
小
川
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
つ
い
て

◎
医
療
費
の
窓
口
払
い
に

つ
い
て

立
場
で
県
事
業
と
合
わ
せ

て
第
３
子
保
育
料
の
無
料

化
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

学
校
給
食
の
値
上
げ
を
予

定
し
て
い
る
が
、
多
子
世

帯
に
負
担
が
大
き
い

。

せ
め
て
第
３
子
の
給
食
費

を
無
料
に
す
る
こ
と
は
。

答
弁

子
育
て
支
援
課

長
他　

保
育
料

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の

情
報
を
待
っ
て
取
り
組
む

考
え
で
す
。
学
校
給
食
の

第
３
子
無
料
化
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

質
問
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
の
中
で
考
え
て
早
期
に

結
論
を
出
す
と
の
こ
と
だ

が
、
計
画
作
成
は
い
つ
か

ら
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

公
共
交
通
の
空

白
地
帯
の
解
消
・
移
動
困

難
者
の
解
消
と
い
う
２
つ

の
面
を
中
心
に
検
討
し
て

い
ま
す
。
断
言
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
４
月
以
降
と
い

う
方
向
性
を
持
っ
て
進
め

ま
す
。

合
戦
略
５
ヵ
年
」
の
各
計

画
の
策
定
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
可
能
な
限
り

連
携
し
て
、
各
計
画
策
定

委
員
会
や
審
議
会
等
の
合

同
会
議
を
開
催
す
る
な
ど

人
講
座
等
で
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

マ
イ
ラ
イ
フ

ノ
ー
ト

が
あ

る
が
、住
民
の
意
識
向
上

の
た
め
に
必
要
で
は
な
い

か
。答

弁
健
康
増
進
課
長　

必
要
に
応
じ
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問
老
人
世
帯
に
な

る
と
、
住
ま
い

の
整
理
・
整
頓
の
管
理
が

行
き
届
か
な
い
。
こ
の
場

合
、当
町
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　

要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
町
は
高
齢
者
世
帯
の

み
を
対
象
に
軽
易
な
日
常

生
活
上
の
援
助
を
行
な

フ
ォ
ー
ム
助
成
・
店
舗
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル（
施
設
改
修・

備
品
購
入
等
）
の
助
成

　

⑥
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
助
成

　
⑦
高
齢
者

の
免
許
返
上
に
際
し
て
一

定
の
タ
ク
シ
ー
券
・
定
期

バ
ス
の
回
数
券
助
成
な
ど

に
交
付
金
を
充
て
る
こ
と

を
要
望
し
て
い
た
が
、
考

慮
さ
れ
た
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

各
担
当
で
検
討

し
ま
し
た
が
、
国
の
強
い

要
望
と
県
か
ら
の
上
乗
せ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
と
し

ま
し
た
。

質
問
「
先
行
型
」
の

交
付
金
を
使

い
、「
子
育
て
支
援
」
の

質
問
町
は
駅
北
口
の

開
設
・
移
動
困

難
者
な
ど
交
通
弱
者
へ
の

支
援
・
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
な
ど
、
そ
の
姿
勢

に
前
向
き
さ
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
も
財

政
負
担
軽
減
の
た
め
に
政

府
か
ら
の
後
押
し
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
申
請

に
は
「
都
市
再
生
整
備
」

「
公
共
交
通
網
形
成
」「
総

質
問
高
齢
に
な
っ
て

か
ら
で
は
、
冷

静
に
自
分
の
最
期
は
見
つ

め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

子
育
て
も
終
わ
り
、
自
分

を
見
つ
め
直
す
世
代
に

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
講
座
●★
の

企
画
は
で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　

人
生
の
終
わ
り

を
よ
り
よ
く
締
め
く
く
る

た
め
に
、
事
前
に
活
動
す

る
「
終
活
」
と
い
う
言
葉

が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
人
生
の
終
わ
り
を
ど

う
生
き
た
い
か
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。現
在
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
講
座
の
企

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
老

高齢者福祉

高齢化社会に向かってエンディング講座は

地域公共交通

具体的に計画を作成するのは
ま
ち
づ
く
り

駅
北
口
を
は
じ
め
、早
期
実
現
に
最
大
の
努
力
を

１
年
以
内
で
、
全
て
の
計
画
策
定
を
終
わ
ら
せ
た
い

老人講座等で考えていきます

４月以降という方向性を持って進めます

井口亮一議員

髙橋さゆり議員

柳田多恵子議員

品
券
・
旅
行
券
事
業
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
の

か
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

交
付
金
の
配
分

で
す
が
、地
域
消
費
喚
起・

生
活
支
援
型
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
の
強
い
要
請

と
当
町
の
過
去
の
取
り
組

み
実
績
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
に
配
分
す

る
予
定
で
す
。

住民の願いが少し前進 !?

質
問
国
か
ら
補
正
予

算
で
町
に
配
分

さ
れ
る
２
種
類
の
交
付
金

の
「
緊
急
」
支
援
分
に
、

①
要
援
護
世
帯
に
対
す
る

灯
油
購
入
助
成

　
②
介
護

サ
ー
ビ
ス
拡
充
へ
の
活
用

　

③
子
ど
も
の
任
意
予
防
接

種
の
助
成
　
④
多
子
世
帯

へ
の
助
成
　
⑤
住
宅
リ

駅北口、デマンドタクシー、
早く欲しいよね！

楽しい保育園

終活は残された人への
思いやりだと思うけどなぁ

●★エンディング
　　　 講座とは
第二の人生を安心して暮
らすために、自分らしい
最期を考え、事前に準備
することで、これからの
人生をどう充実したもの
にするかを考えるきっか
けづくり

４月１日から 200 円値上がりし、中学生：月
額 4700 円、小学生：月額 4000 円となりました。

もしものために個人のさまざ
まな情報をまとめておくノート

すたむちゃんの

　　　　ひと口メモ
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質
問
返
礼
品
の
再
考

と
、
よ
り
充
実

し
た
寄
附
金
制
度
に
す
る

手
立
て
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

昨
今
の
他
団
体

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
返

礼
品
の
種
類
を
増
や
し
、

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
直
接
寄
附
の
申
し

間
地
域
の
み
な
ら
ず
市
街

地
に
も
進
出
し
、
生
息
環

境
を
広
げ
て
お
り
、
当
町

全
域
で
出
没
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

マ
ッ
プ
の
作
成
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
人
的
な
被
害

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
農
作
物
の
被
害
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
総
合
運
動
場
の
整
備

②
遠
方
に
建
設
さ
れ
た
場

合
、利
用
は
少
な
く
、町
の

活
性
化
に
は
つ
な
が
り
に

く
い
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

③
大
木
町
の
事
例
は
、
当

町
へ
の
視
察
を
き
っ
か
け

に
、
ご
み
の
資
源
化
・
有

効
活
用
を
図
り
、
今
や
就

業
の
場
の
確
保
・
観
光
客

の
集
客
に
も
つ
な
が
り
、

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

般
町
民
が
利
用
で
き
る
の

か
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

教
室
施
設
利
用

に
つ
い
て
も
対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策

質
問
当
町
全
体
の
イ

ノ
シ
シ
の
被
害

状
況
と
、
出
没
マ
ッ
プ
作

成
の
考
え
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

イ
ノ
シ
シ
は
山

民
間
で
行
な
わ
れ
て
い
る

事
業
を
モ
デ
ル
に
、
生
ご

み
を
燃
や
さ
な
い
方
法
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

環
境
保
全
課
長　

①
こ
の
施
設
が

ま
だ
決
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
の
で
、
今
後
町
と

し
て
は
町
内
で
の
減
量
・

資
源
化
を
推
進
し
、
収
集

運
搬
費
の
削
減
等
を
図
る

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
当
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
当
た

る
、
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金

の
現
状
と
成
果
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

平
成
26
年
度
は

１
月
末
ま
で
に
、
14
の
個

人
と
団
体
か
ら
１
３
６
万

１
７
０
２
円
、
平
成
20
年

度
か
ら
の
累
計
で
は
、
延

べ
96
の
個
人
と
団
体
か
ら

総
額
１
５
６
１
万
４
０
４

８
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
う
ち
１
２
８
１

質
問
当
初
の
暫
定
的

な
利
用
方
法
か

ら
、
多
く
の
町
民
、
子
ど

も
た
ち
に
門
戸
を
開
放
し

て
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
か
の

団
体
に
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
貸
し
出
す
考
え

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

現
在
の
施
設
の

管
理
状
態
で
は
、
不
特
定

多
数
へ
の
貸
し
出
し
に
は

適
切
な
状
態
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
関

係
各
課
で
対
応
を
協
議
し

て
、
活
用
方
針
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
教
室
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
一

質
問
当
町
は
東
松
山

市
ほ
か
、
７
市

町
村
供
用
の
新
ご
み
処
理

施
設
整
備
構
想
を
、
４
月

か
ら
と
も
に
協
議
す
る
こ

と
に
な
る
。
今
回
は
、
こ

れ
に
先
立
つ
平
成
26
年
３

月
に
「
埼
玉
中
部
広
域
清

掃
協
議
会
」が
示
し
た「
新

ご
み
処
理
施
設
整
備
構

想
」
を
中
心
に
伺
う
。

　
①
町
は
こ
の
構
想
に
ど

う
臨
む
の
か

　
②
遠
方
に

つ
く
ら
れ
る
施
設
で
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
思
う
の
か

　
③
今
年

２
月
、
福
岡
県
大
木
町
の

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
た
が
、
こ
こ
は

も
と
も
と
、
当
町
の
一
部

町施設の活用

旧上野台中学校の有効利用を

ごみ処理事業

「新ごみ処理施設整備構想」について
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金

ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
見
る
地
方
創
生
の
兆
し
は

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
で
す

活用方針を早期に決定します

収集運搬費の削減等を図るべきと考えます

髙瀬　勉議員

柴崎　勝議員

金子美登議員

込
み
が
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
専
用
の
郵
便
振
込

用
紙
の
作
成
を
行
な
う
こ

と
で
、
よ
り
寄
附
の
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
返
礼
品
を
通
じ
て

特
産
物
等
を
紹
介
し
、
町

の
魅
力
を
さ
ら
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

早く町民が利用できるよう
にしてほしいなぁ

生ごみを焼却するのは
やめたい

有効利用が待たれる旧上野台中学校

万
円
を
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
購
入
・
保
育
園
の

エ
ア
コ
ン
設
置
・
特
別
支

援
学
級
の
備
品
整
備
・
公

園
の
遊
具
設
置
な
ど
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

質
問
現
在
、
寄
附
者

に
対
す
る
返
礼

品
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

現
在
は
、
お
礼

状
に
町
内
産
の
お
米
や
農

作
物
な
ど
の
品
を
添
え
て

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

魅力ある特産物
生ごみの資源・エネルギー化の取り組み

「分別バケツ」から「収集大型おけ」に移す

寄附者の思いがしっかりと、はっきり
と反映される使途メニューを！

バイオマスとは、「再生可能な、生物由来の有
機性資源で化石資源を除いたもの」のことです。
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答
弁

産
業
観
光
課
長　

さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ト
か
ら
ア
ピ
ー
ル

し
、
本
気
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

工
芸
会
館
内
和
紙

工
房
の
充
実
を

質
問
多
く
の
和
紙
体

験
希
望
者
・
見

学
者
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
会
館
内
和
紙
工
房
・

資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
充

実
、入
館
料
の
無
料
化

に
つ
い
て
検
討
を

。

答
弁

産
業
観
光

課
長　

映

像
紹
介
、
和
紙
の
歴

史
解
説
等
を
行
な
う

観
光
案
内
員
を
置
き
、

和
紙
職
人
の
チ
ー
ム

分
け
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
、
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

工
房
面
積
増
は
考
え

質
問
総
合
運
動
場
の

多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
活
用
を
も
っ
と

推
進
で
き
な
い
か
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

利
用
率
は
高
い

ほ
う
が
よ
い
の
で
、
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

町
内
外
の
関
係

団
体
と
、
使
用
実
現
に
向

け
て
情
報
交
換
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問
県
・
国
の
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
仰
ぎ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
係
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル

を
よ
り
積
極
的
に
、
迅
速

に
行
な
う
べ
き
と
考
え
る

が
。

プ
は
研
究
し
て
い
き
た
い

で
す
。
遊
歩
道
に
関
し
て

は
、
地
域
の
活
用
状
況
を

踏
ま
え
て
県
へ
の
整
備
要

望
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。質

問
「
和
紙
マ
ラ
ソ

ン
」「
仙
覚
万

葉
ウ
オ
ー
ク
」
に
続
き
、

「（
仮
）
小
川
和
紙
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
を
考
え

て
み
て
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

ご
提
案
ど
お
り

の
も
の
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
和
紙
関
連
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
行

事
は
考
え
た
い
で
す
。

質
問
細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
決
定
は
、
和
紙

手
漉
き
技
術
が
世
界
的
に

評
価
さ
れ
た
あ
か
し
で
あ

る
。
町
の
活
性
化
・
和
紙

関
係
者
や
後
継
者
の
励
み

に
も
な
り
、
大
き
な
目
標

に
も
な
る
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
和
紙
の

使
用
実
現
は
。

質
問
「
ほ
ほ
ほ
隊
」

●★
の
活
動
と

今
後
の
展
開
は
。
ま
た
、

町
民
が
普
段
行
な
っ
て
い

る
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
情
報
を
共
有

し
、「（
仮
）安
全
安
心
マ
ッ

プ
」
を
つ
く
り
提
供
し
て

は
。
あ
わ
せ
て
、
市
野
川

沿
い
の
遊
歩
道
を
整
備
し

町
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

し
て
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

他　

「
ほ
ほ
ほ

隊
」
は
町
内
全
４
地
域
に

あ
り
、
活
発
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
と
な
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
マ
ッ

健康増進

健康長寿を推進する町を目指しては

町
の
活
性
化

細
川
紙
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
使
用
へ

本
気
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す

考えていきたいです

大戸久一議員

島﨑隆夫議員

て
い
ま
せ
ん
が
、
入
場
料

は
検
討
し
ま
す
。

質
問
旧
上
野
台
中
に

保
管
の
貴
重
な

和
紙
資
料
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
上
、
温
度
変

化
・
湿
気
面
等
で
傷
み
や

す
い
環
境
な
の
で
、
一
日

も
早
く
工
芸
会
館
内
に
展

示
し
、
来
館
者
に
見
て
も

ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

３
１
５
９
の
タ

イ
ト
ル
、
５
８
２
２
点
の

膨
大
な
資
料
、
各
関
係
課

と
連
携
・
整
理
・
分
類
し
、

展
示
の
準
備
を
し
ま
す
。

とにかく一日も早く行動を

旧上野台中に保管してある
膨大な和紙資料の一部

堤防の散歩道の一例

小川町に期待すること
コスモ小川　恩

おん

田
だ

篤
あつ

義
よし

地域資源を活かした振興
下横田　大

おお

石
いし

正
まさ

人
と

　私は、冬季には山仕事をしている。

その中には杉・檜の間伐も含まれて

いる。しばし私は考える。間伐材を

山に置き去りにして、仕事で得たお金で

ガソリンスタンドに駆け込み灯油を購入して、給湯・

暖房として使用している。ブラックジョークではな

いかと……。

　薪ストーブや薪ボイラー を活用している仲間も

いる。私も何とかしたいと思い、調べてみると、薪・

ペレット・発電、さらには間伐材から改質ガスや水

素を取り出す技術等、バイオマス関連の情報は多く

ある。

　森林資源がある小川町で、身の丈に合ったバイオ

マスを含めた自然エネルギー関連事業が新たな雇用

を生み、地域のエネルギー自給率向上になるのでは。

家庭の中だけでなく、地域で適切な資源活用の取り

組みができたらよいなと思う。

　議会を含めて多くの人々の知恵を活かす時ではな

いだろうか。

　３月議会町長施政方針によると、

「町民との協働により魅力あるまち

づくりの実現」とあります。主とし

て３つの重点項目『地域の活力向上・安心安全の創造・

子育て支援と健康増進』を挙げておりますが、さら

に「選択と集中」を願いたいものです。

　私は、製紙業を営み、３人の子を持つ子育て世代

でもあります。事業主は、皆連帯して社の責任を負

います。経費削減や創意工夫がなければ今日も明日

もありません。「時代を知り、時代に乗ること」が生

き残る術だと感じております。現在共働きが常であ

る状況下、行政が手厚い子育て支援に積極的に介入

し、人口増加や地域活性につながることは、全国的

にも実証されています。

　子を育て、人を育て、社を育て、地域・国へと結

びつく。小川町がどこから第一歩を踏み出す選択を

するのか期待しています。

いつまでも、お元気で、健康で、
長生きしてください

●★「ほほほ隊」とは
“歩いて健康！　ひろげようウ
オーキング！”　一緒に歩こう

「ほほほ隊」を合い言葉に発足さ
れ、健康増進のためのウオーキ
ングを行なっています。

燃料として廃材（木材）・ペーパーログ（新聞紙・
コピー用紙）などを使用するボイラシステムです。

４月１日現在の入館料は大人
300 円、小中学生 150 円です。

すたむちゃんのひと口メモ



議会を傍聴してみませんか
議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会は

からです6月2日（火）
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猟友会の皆さんに聞く

14

　小川猟友会小川支部は、現在約50人の会員によ

り、町内全域で箱わな、期間限定の猟銃使用によ

る有害獣駆除活動を行なっています。内容は、箱

わなによる小動物のハクビシン・アライグマの回収

をし、また、在来種のタヌキ・アナグマ・テンにつ

いては回収後は、山への解放をしています。最近

は特にイノシシ・シカによる農作物の被害が多く、

早急な駆除活動が待たれています。

　静かな冬枯れの板碑製作遺跡に立つと、山合い

のこの地・下里の「下郷」に生きた先人の息吹が

足元に上ってくるような不思議な感覚に襲われる。集落を囲む山裾か

ら、欠損したたくさんの板碑が掘り出されたのは近年のことであるが、

こんな山合いの地であっても、亡き人々への供養塔としてたくさんつ

くられていたことに、改めて心動かされている。

　時代の波に翻弄されて生きてきた民衆の、秘められた願いが込めら

れた板碑について、民衆の歴史と結びつけて、ひもとかれていくこと

を願っている。

下里・豊かな郷づくり委員会事務局（視察受入担当）　島
しま

田
だ
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「青石の里に居て」

猟銃使用による有害獣駆除活動の時期は。

３月16日～５月15日、９月16日～11月15日の年
２回、２ヵ月間ずつです。わなを主体とした活動が５月
16日～９月15日です。

具体的にどのように行なうのですか。

獣の足跡を探し、山を十数人で囲み、放された犬と人間
の位置をＧＰＳ機能により確認しながら移動します。獣の
匂いに反応した犬が吠え、追い出されてきた獣をしっか
り確認して撃ちます。

特に注意していることはありますか。

銃を撃つ時は、物の確認を素早く冷静に行ない、横撃ち
禁止を守り、必ず正面から撃ちます。また、不慮の事故
が起きないよう細心の注意を払うことです。

担当：大戸久一

Q
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　本議会もさることながら、編
集会議も延長に次ぐ延長となりました。
　それもこれも、議論ややりとりが充実している証。
　さて、春になり、冬眠から覚めた我が家のカメたち。

ウサギにならって眠っていたら、到底、勝ち目はありま
せんよ。
　一歩一歩、着実に前進あるのみ。

この広報は古紙を配合した紙を使用しています。
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編集委員 髙瀬　勉

割谷採掘遺跡ズリ平場の状況


